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例２ 次の計算をしてみよう！！【絶対値の等しい異符号の数の加法】 

（１）－５と＋５の和              （２）＋
１

２
と−

１

２
の和 

 東に進むことを「＋」、西に進むことを「－」と表しているとすると。 

  西に５進んで、東に５進む           東に
１

２
進んで、西に

１

２
進む 

    →元の位置にもどる。             →元の位置に戻る 

   （－５）＋（＋５）＝０            （＋
１

２
）＋（−

１

２
）＝０ 

 

 

 

 

 

例３ 次の計算をしてみよう！！【異符号の数の加法】 

 

（１）＋９と－４の和                （２）－１０と＋４の和 

①絶対値の大きい方の数から小さい方の数を引く 

②絶対値の大きい方の符号をつける。 

 

①９－４＝５               ①１０－４＝６ 

 

     ②＋５                  ②－６ 

 

（＋９）＋（－４）＝（＋５）        （－１０）＋（＋４）＝－６ 

 

（１）（＋４）＋（－３）            （２）（＋７）＋（－９） 

 

  ①４－３＝１                ①９－７＝２ 

  ②＋１                   ②－２ 

 

 

（３）（－６）＋（＋６）            （４）（－１２）＋（＋１８） 

 

  絶対値が同じなので              ①１８－１２＝６ 

    ０                    ②＋６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●絶対値の等しい異符号の数の加法● 

 

   絶対値の等しい異符号の２つの数の和は０である。 

●加法の計算のまとめ● 

同符号の和・・・①絶対値の和を求める 

②絶対値の和に共通の符号をつける。 

異符号の和・・・①絶対値が大きい数から絶対値の小さい数を引く。 

②絶対値が大きい方の符号をつける。 

絶対値が同じ異符号の和・・・０ 


